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鎌倉げんきかい 

 
「鎌倉げんきかい」は2006年6月ごろ結成されました。 

会の結成の経緯は、社会的に何か貢献したい人たちが集

まって、鎌倉市社会福祉協議会の協力などを受け、いろい

ろと活動を模索したことが始まりです。現在はカンボジア

で貧しい子ども達の識字教育に身を捧げている漆原ご夫妻

の支援と、身体障がい者の自立支援のための施設である地

域作業所ひがしの援助のため、フリーマーケットでのリサ

イクル品販売や海藻・山野草絵葉書の制作販売などを中心

に活動しています。あわせて会員たちが自身で楽しむこと

も活動に取り入れているとのことです。 

会のモットーは『地球の片隅で生活する、我々仲間達が

げんきに、そして我々を取り巻く誰もがげんきに活動でき

るよう、社会貢献を果たしていくための活動を考えていく

こと』だそうです。 

 カンボジアへの支援としては、2008年に現地で体験ツア

ーをしたほか、漆原夫妻の帰国報告会と懇親会の開催、寄

付金の贈呈などをしており、地域作業所ひがしに対しても

海藻山野草絵葉書の制作販売やフリーマーケットでの資金

集めを通じて同所を支援しているそうです。 

 フリーマーケットでは、昨年から始まった鎌人いち場や

鎌倉宮リサイクル市、笛田のリサイクル市などに出店して

いるそうです。 

 会員自身が楽しむことも活発です。ウォーキングを企画

したり、鎌倉花火の見物会を催したりと、いろいろ楽しい

企画が目白押しです。 

会員数は現在13名です。（取材 廣明） 

連絡先：TEL 0467-22-7494（代表：深尾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カマクラ「風の谷」 

 
カマクラ「風の谷」は、1991年に親たちが運営を始めた

「風の谷の親の会」と、'86 年に設立されていた「登校拒

否を考える会 鎌倉」が 

‘92年9月に統合し、 

設立されました。 

現在の会員は60名 

ほどで、経験を共有する 

5～6名の方が、ボランティアでスタッフとして運営に当た

っています。 

活動の中心は、月1回鎌倉生涯学習センターで開催する

定例会です。不登校の子どもを持つ親御さん(殆ど母親)が、

子どもの様子、親の気持ち、社会の中で不登校をどう考え

ていくか、などについて安心して本音で話し合い、共感を

分かち合うことのできる場をつくっています。 

この会の基本的考え方は、「不登校は子どもが選んだひ

とつの生き方、学校へ行くか行かないかは子どもが決める」、

そして親（おとな）は子どもから学び、子どもの気持ちに寄

り添えるような生き方を共に考えていこうというものです。 

このような定例会の場における話し合いを通じて、いろ

いろな考え方や価値観があることに気付き、考えの幅が広

がっていき、気持ちに余裕が出てくると、親の子どもを見

る眼差しが変わっていく。そして親が変わると、子どもも

安心し自分の生き方をいろいろ考えるようになるそうです。 

また、年5、6回、『カマクラ「風の谷」通信』を発行し

ています。定例会に出席できない親たちが、ただでさえ社

会で孤立しがちな中、「通信」で気持ちが繋がっていられる

ように、と考えているそうです。年１回講演会も開催して

います。このような当会の活動を市民に知ってもらうべく、

市民フェスティバルには初回から出展しています。 

渡邉代表のメッセージです。「不登校の子どもたちから

気づかされ、学んだことは私たちの生きる指針にもなって

います。『子どもの権利条約』と共に不登校の子どもたち自

身が09年8月につくった『不登校の子どもの権利宣言』を

ぜひ手にとってみてください。学校へ行っている子どもた

ちへの温かい思いも記され、おとなたちへの呼びかけもあ

り、子どもたちはとても寛容です。問われているのは、不

寛容な私たちおとなの生き方のようです。」(取材 依田) 

連絡先：TEL 0467-22-2771（渡邉代表） （鎌倉宮でのフリーマーケット） 
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昨年初春のことですが、10年、20年後に、社会や自分はどうなっているのだろうか、ということをあれこ 

れ考えました。高齢者が増え、認知症の方も増えているはず。そして、自分自身もあるいは認知症になってい

るかも・・・それでは認知症とはどんな症状なのか、認知症の人と接するにはどういうことが大切か、等々。

セミナーに出かけ、本（「痴呆老人はなにを見ているか」等）も読みました。そして結局、『認知症の方と接し

て認知症進行予防につながるような活動をするのが一番いい』ということに思い至り、4月から、あるデイサ

ービスセンターで、ボランティア活動「日本の詩歌を声に出して読む会」を始めました。Ａ3用紙１枚に万葉

集、百人一首、鎌倉百人一首、近代短歌等から 10 首を掲載し、それをテキストとして、みんなで声に出して

読むのです。今年4月から特養でも始めたのを機に、読むだけでなく、歌うことも加味しました。 

声に出して読んだり歌ったりすることの効用を毎回毎回説明し、滑舌法（第2健口体操と勝手に称していま 

す）や、腹式呼吸の練習もやります。教材の善し悪しと私のリードの巧拙によって盛り上がりに差が出ますが、

リードに当たっては、施設利用者と同じ目線で語りかけることを大原則としています。皆さんが大きな声を出

して下さり、少し火照った顔になっていただくと、ああよかった、という気持ちになります。 

 福祉施設については、第3者評価制度（注）が導入され、その評価基準においても、地域と連携・交流を図

ること、ボランティアを積極的に受け入れることが唱道されています。施設でのボランティアを思い立ったら、

まずは福祉施設を訪問して具体的な相談に入ることをお勧めします。活動の内容は、オムツたたみ、書道や塗

り絵の指導、囲碁将棋の御相手、コーラス・歌唱等々多種多様に考えられます。 

（注）福祉サービス第3者評価制度についてはhttp://www.k-daisansyahyouka.org/参照。       

（石川勝己 城廻在住 社会保険労務士・ＣＦＰ ） 

私の高齢者福祉ボランティア活動 

― 先号「鎌倉市の高齢者支援に力を貸してください」を承けて ― 

時は流れ、12年が過ぎました。 

信じられないことですが、日本初 

の“公設民営ＮＰＯ支援センター” 

として開設された時、パソコンはお

ろか、ＦＡＸさえなかったのです。

あるのは、市との2年間の準備期間 

を通して燃え上がった「市民活動をガンバロウ！」

という会員の熱意と度胸。 

当時スタッフは全員が市民活動実践者。朝令暮

改の精神で、試行錯誤を繰り返しつつ、「共に汗す

る」をモットーに走りながら考えました。 

登録団体は約 8 倍に増えたのに、スペースはそ

のまま、ゆえに全てが飽和状態です。 

そして、今、鎌倉は変わりましたか？ 

（楳本春子） 

 「私にもできることが 

あるのではないか」とい 

う思いから、センターの 

スタッフになって2年が 

たちました。様々な団体 

の方の「こころざし」や「熱い想い」

に触れるたびに、今まで自分がいかに

小我にとらわれていたかを感じていま

す。今はまだ学ぶことの方が多いです

が、「情報」「人材」「交流」「アイディ

ア」などのポケットをたくさん作って、

ゆくゆくは皆さんのかたわらで支援し

ていけたらと思っています。 

（板垣裕見子） 
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５月 21 日（金）22 日（土）23 日（日） 

鎌倉生涯学習センター・ギャラリー 

 

 

「フェスティバル実行委員初参加を終えて」 

12回にもなるのに、実行委員の皆さんがマンネリ感と一切無縁なことに驚きました。 

茶っとプラザ、パンや古書の販売、スタンプラリー、パネルコンテスト…… 

今回初めてという企画が目白押し。しかもどれもが好評！幅広い来場者を得て、会場

に開放的な風が吹いていたように思います。 

打ち上げの夜、20も年の離れた実行委員長と肩を組んで歩いたのも、忘れ得ぬ記憶

となりそうです。ありがとうございました。 

 

岡田実行委員 

 

テーマ：地域とＮＰＯ 
      街づくりの接点を探る 

 

私達は平成 19 年に鎌倉で誕生したこどもミュージカルで、現在 

小 1～中 3までが在籍しています。今年は第 3回公演を 8月に行うこ

とになり、レッスンもだいぶ熱気をおびてきました。皆、決して最

初からミュージカルが得意だったわけではありません。人前に出る

ことすら恥ずかしがっていた子もみんなと楽しく、時に厳しくレッ

スンを重ねるうちに、生き生きとした表情で歌い、踊り、演技する

ようになります。運営は子ども達の保護者で行っており、昨年市民

活動団体の仲間入りをいたしました 

初参加のフェスティバルでしたが、鎌倉市の市民活動の盛んさに驚

くと共に、そんな活気のある地域で子育てのできる幸せをかみしめ

た 3 日間でした。 

小雨降る中のパフォーマンスで、観客がいなかったら・・と心配も

しましたが、多くの方に足を止めて観ていただき、子ども達も楽し

かったようです。ありがとうございました！（城樂 記） 

 

笑
えみ

心地
こ こ ち

の健康づくり「ありがとう体操」・・・身体に備わっ

ている自然のチカラを集う仲間と引き出し合い、心地よい健

康づくりを目指しています。 

 フェスティバルでは、子どもからお年寄りまで集っていた

だき、体操のコツを紹介したところ、その効果を多くの方々

に体感していただきました。いつもお世話になっている「か

らだ」です。感謝の気持ちをこめてメンテナンス体操をして

あげると、「いのち」が喜びます。そんなお話もさせていただ

きました。会場には、市民活動の方々が多くて心が熱くなり

ました。地域をよくしよう！と活動しておられる方々です。

その方々の「からだ」のお役に立ちたいとあらためて感じま

した。（岡村 記） 

「 ありがとう体操 」 

鎌倉こどもミュージカル 

市長挨拶 

 

「祭とは気勢を上げること」 

参加 66団体、初参加 9団体。それぞれの熱い意気込みを一堂に

結集、第 12回目のフェスティバルが開かれた。実行委員会メンバ

ーにも参加団体にも新顔が加わり企画運営全体に新風を吹き込む。 

新企画のパネルコンテストを意識して、各団体から持ち込まれた

作品には好感度を上げるべく創意工夫が光る。パネル展示はもとよ

り、パフォーマンスやワークショップも各団体の積極的な動員努力

が効を奏し会場は和やかに盛り上がる。カフェプラザでは珈琲の薫

りと談笑が絶えない。祭は観衆あればこそだ。 

最終日が雨にもかかわらず会期中の来場者数は昨年の 1200名を

上回る 1550名。会場の熱気にエアコンも悲鳴を上げる。 

フェスティバル恒例の座談会。今回のテーマは、「地域と NPO～街

づくりの接点を探る」。小泉親昂氏をコーディネーターに鎌倉市内

の自治・町内会長と、様々な NPOメンバーの方々が集い、熱心な討

論が交わされた。その討論のあらましは別途、“運営会議たより”

で紹介される予定。ご一読賜りたい。 

三日間の会期中、一人一人の熱い思いが互いに交錯し増幅し、そ

して祭に集約し“より住みよい鎌倉を目指す”ヒントとメッセージ

になった。 

来場の方々にいささかでもこのメッセージが届いてくれたら嬉

しい。少々自惚れ気味ではあるが、祭に参画した仲間は皆、それぞ

れに手応えを感じとっている。祭の気勢が上がった！と。 

小野寺実行委員長 

 

 

■金賞 北鎌倉湧水ネットワーク 

     鎌倉こどもミュージカル 

     NPO法人鎌倉シチズンネット 

■銀賞 図書館とともだち・鎌倉 

■銅賞 日本語ＣＯＳＭＯＳ 

パネルコンテスト結果発表 

 

パネルコンテスト表彰式 
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見 学 先：古我邸、石川邸（旧里見弴邸）、村上邸、

旧華頂宮邸 など

開 催 日：平成22年6月27 日（日）

集合場所：鎌倉駅西口（時計台広場）

受付時間：9：30～10：00　※解散予定12：30頃（浄明寺バス停）

開 催 日：平成22年6月26日(土） 費 用：1000円（参加費：500円、特別見学料：500円）

会 場：鎌倉生涯学習センター　第5集会室 申込方法：

参 加 費：無料　先着50名

主 催：りんどう（16ミリ映写：ビデオ制作ボランティア） 締 め 切 り：実施日1週間前

後 援：鎌倉市教育委員会

連 絡 先：0467-45-2880（石川）　0467-45-6265（宮内）　 主 催：ＮＰＯ法人　鎌倉ガイド協会

248-0014　鎌倉市由比ヶ浜４－１－１

E-mail：kgk@blue.ocn.ne.jp
TEL　0467-24-6548  FAX  0467-24-6523

開催日時：平成22年7月8日（木）10：00～15：00　
AM　活動グループの事例発表・ミニブックトーク講座

PM　手あそびわらべうたでリラックス・交流会

場 所：福祉センター2階　第1・2会議室 開催日時：平成22年7月11日（日）9：30～11：00

対 象 者：おはなし会活動をされている方、活動希望の方 集合場所：

申 込 先：0467-25-2611(鎌倉中央図書館） 服 装 等：クリーンデーの服装、川に入れる方は長靴

E-mail：jjmd-24k@nifty.com(図書館とともだち・鎌倉） 主 催：関谷川をきれいにする会

申込期間：6月1日～6月30日（先着50名） 連 絡 先：0467-47-4712(柳澤）

主 催：図書館とともだち・鎌倉、鎌倉市教育委員会 E-mail：kimi.yanagisawa@nifty.com

開催日時：平成22年8月13 日（金）11:30～／15:30～

会 場：鎌倉芸術館　小ホール

開催日時：平成22年7月24日（土）14：00～16：00 入 場 料：1200円(全席自由）

会 場：NPOセンター鎌倉　2階会議室 主 催：鎌倉こどもミュージカル

講 師：高山和久氏（東京ボランティア・市民活動センター統括主任） 後 援：鎌倉市教育委員会　ほか

対 象：登録団体の方、運営会議賛助会員・正会員 申込・ 問合：080-2069-6286（城樂）

主 催：鎌倉市市民活動センター運営会議　研修部会 E-mail：info@kamakurakm.com
問 合 先：0467-60-4555（NPOセンター鎌倉）

午前の部（10：00～12：00）

　　１）石を架ける　　２）中世の教会建築とキリスト教

　　３）幻の錦　　　　 ４）遺跡の旅～エジプト

　　３）修学院離宮

　　　図書館員を交えて情報交換をする交流会です。

　　　相談できる人が見つかるよ。

学校で地域で 　おはなし会、どうしてる？
第2回　本の海サポーターズ交流会

イ ベ ン ト 情 報

フェスティバル参加　映画会

午後の部（13：30～15：30）

　　１）信貴山縁起絵巻　　２）聖武天皇と奈良の大仏

鎌倉レトロ建築特別鑑賞
古都鎌倉の名邸とアジサイ見て歩き

　　　おはなし会活動をされているみなさん集まれ！

ハガキ、ＦＡＸ、メール（コース名、参加希望日、
氏名、住所、電話番号を明記してください）

関谷川の清掃活動

流れの中の投棄物の回収、護岸の壁の雑草取り、ゴミ
袋への収納、草木ゴミを束ねる作業、ガードレール下の
雑草取りなど、誰にもできることがあります。

※暴風雨、大雨等で公共交通機関が混乱した時は中止の場合あり

新風台住宅地入口交差点付近の関谷川沿いに集合

効果的なプレゼンテーションへの取り組み方
～助成金獲得のための心得（コツ）を教えます～

鎌倉ファンド、鎌倉市との協働事業、民間支援事業等への応募に係わる
プレゼンテーションに於けるテーマの設定、テーマに対する計画の立て
方、係わり方、掘り下げ方等について勉強する研修会です。

「ひとりぼっちのおおかみ」より　　ミュージカル　　ロンの花園

鎌倉こどもミュージカル第3回公演

2010年 6月　鎌倉パートナーズ　第55号

　予  定  日 ： 平成22年10月

　会定定場 ： 鎌倉海浜公園　由比ヶ浜地区

　募集開始 ： 8月募集開始予定

      ※詳細はホームページをご覧ください

昼食持参

（第3回鎌人いち場の様子）

　～～～～～～～～～　鎌人いち場　次回（第4回）開催予定　～～～～～
～～～

http://www.kamandoichiba.com
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・昨年来、当センターの「ホームページ」には、「助成金情報」が掲載されています。現在の収録状況は、70 助成 

団体、74 事業となっており、そのうち現在募集中のものを、「新着情報」としてお知らせしています。 

・今号発行日現在で募集中の助成金は、以下の通りです。 

NEDO：新エネ導入や省エネ推進に資する普及啓発事業 (募集期限 平成 23.1/31) 

国際交流基金：日本と諸外国の市民・地域レベルの相互理解促進、市民青少年交流の担い手拡充のための 

事業 (平成22.9/1) 

日野自動車グリーンファンド：都市の緑化と自然環境保全に関する調査研究 (7/31) 

松翁会：社会福祉に関する民間の事業、研究 (7/31) 

みずほ福祉助成財団：障害児者の福祉向上のための事業、研究 (7/31) 

パートナーシップ・サポートセンター：NPO と企業の協働事業 (7/31) 

朝日新聞厚生文化事業団：子どもへの暴力防止のための事業 (7/2) 

朝日新聞文化財団（文化財）：指定文化財等の保全・活用 (6/30) 

太陽生命厚生財団（福祉）：福祉分野のボランティア活動及び高齢者福祉に関する調査研究(6/30) 

都市緑化基金（緑化）：個別施設や地域の緑化 (6/30) 

ファイザー（健康）：心とからだのヘルスケア (6/30) 

パルシステム神奈川夢コープ：地域の個性や魅力、活力をつくりだしている市民活動 (6/30) 

福祉医療機構：高齢者・障害者の生活自立及び子育てのための活動 (6/30) 

日本財団：福祉車両 (6/30) 

なお、助成金情報に関してのご意見、ご要望、あるいは助成金に関するご相談がありましたら、遠慮 

なく事務局までお寄せください。 

  

 
 

Ｑ：前号(第54号)の任意団体からの設立時における財産引継ぎに関する仕訳についての質問ですが、資産 

 に固定資産がある場合、貸方の科目はやはり設立準備金ということでもよいのでしょうか。 

Ａ：設立準備金という科目は、神奈川県の設立認証申請に関する設立初年度の収支予算書の記載例の中で前 

期繰越収支差額に代えて使われている科目をそのまま使いましたが、収支計算書の中で資金の増加となる 

ものですから、貸借対照表上で資産となるだけで資金の増加にならない財産を受け入れる科目ではありま 

せん。 

   従って固定資産がある場合の財産の引継ぎについては、会計ソフト上では前準備の期首残高の入力画面 

 で次のような仕訳をすることになります。 

          借方              貸方 

      工具器具備品 △△△ 円    繰越正味財産額 △△△ 円 

NPO法人化に伴う固定資産の受け入れ仕訳について 

助成金情報 

☆ かながわボランタリー活動推進基金２１（ボランタリー活動補助金）説明会開催  

日 時：８月２５日（水）１５時～    場所：ＮＰＯセンター大船 

問合せ：ＮＰＯセンター鎌倉（０４６７－６０－４５５５） 

※参加ご希望の方はＮＰＯセンター鎌倉にお申し込みください。 
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センター利用について 

印刷機・コピー機・プロジェクター等は登録団体の活

動のためにお使いいただくものです。 

個人での使用はできませんので、ご協力をお願いいた

します。 

無線ＬＡＮルータ設置のお知 らせ 

両センターに無線LANルータを設置しました。 

無線 LAN 搭載のノートパソコンをお持ちいただくと、

センター内でネット接続ができます。ご利用される方は、

前もって連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規登録団体の紹介 （平 成 22 年 ６月 1 日 現 在 ）  

☆あしおとでつながろう!プロジェクト：タップダンス

をとおして知的障がい者の支援をする活動 

☆木の音色：本物の楽器が持つ暖かい音色を生で聴くこ

とによる情操教育を目的とした活動 

☆鎌倉認知症ケア研究会：本人本位のケアを実現し、認

知症の人と家族の生活を支援する活動。「認知症地域

支援フォーラム」の開催協力 

☆鎌倉合唱連盟：合唱を通じて生きがいや癒しを求めて

活動し、音楽関係の講演会も開催。現在50団体が参加 

☆鎌倉オペラ：知的障がいのある所属作家たちとアート

事業を展開 

☆NAOS(ネーオス)：授業時に特別な配慮を要する子ども

たちへの支援をする活動 

 

FAＸ番号が変わります 

ＮＰＯセンター鎌倉のＦＡＸ番号が

7月1日より変わります。新しい番号は

０４６７－６１－３９２８です。 

今まで使われていた６０－４５５５

は電話専用になります。 

 

利用登録団体関係・今年度の予定  

☆ 利用登録団体懇話会：7月17日（土）、H23年1月22日（土） 

☆ ＪＲ鎌倉駅地下道ギャラリー展：11月11日～17日 

☆ ＮＰＯ支援かまくらファンド審査会：11月3日（水・祝） 

☆ 鎌倉パートナーズ発行：6月、9月、12月、H23年3月 

☆ 相談：毎月実施（詳細は「広報かまくら」に掲載） 

 

ＮＰＯセンターからのお知らせ 

新収図書のお知らせ 

 
 

～ＮＰＯセンター鎌倉～ 
 

≪図書≫ 

◇ 「ぼくをわかって」  

   著者：阿蘭ヒサコ・冨部志保子        2010年3月 
◇ 「生活支援サービスに取り組むＮＰＯの設立と運営」  

発行：社会福祉法人全国福祉協議会地域福祉部 
発行：全国ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動振興センター   2010年3月 

◇ 「指定管理者制度の現場」  

共著：出井信夫・吉原康和       2006年4月 
≪資料≫ 
◇ 「NPO と行政がよりよい協働を進めるためのヒント」  

編者：NPO等と神奈川県との協働推進会議 
発行：神奈川県県民部NPO協働推進課  2010年3月 

 

～ＮＰＯセンター鎌倉・大船～ 
 

≪図書≫ 

◇  「コスモス２００９ 15 周年記念特集」  
編者：日本語COSMOS               2010年3月 

新収図書・資料のお知らせ 

 

発行：鎌倉市市民活動センター 

編集：特定非営利活動法人 鎌倉市市民活動センター運営会議広報部会 

http：//www3.ocn.ne.jp/~npo-kama/ 

 ＮＰＯセンター鎌倉 

〒248-0012 鎌倉市御成町 18-10     

TEL：0467-23-3000 内線 2655 

TEL：0467-60-4555（直通） 

FAX：0467-61-3928 

E-mail：npo@chive.ocn.ne.jp  

ＮＰＯセンター大船 

〒247-0061 鎌倉市台 1-2-25 

（たまなわ交流センター １階） 

TEL/FAX：0467-42-0345 

   E-mail：npo2@abelia.ocn.ne.jp 

 

平成 22 年 6 月 1 日現在 利用登録団体数：３８２団体 

お願い 利用登録団体の登録内容（連絡先・代表者・ 

活動内容等）が変更された場合は速やかにご連絡く 

ださい。 


